
タマネギ直播栽培の低コスト化につながる生育促進とリン酸減肥が可能な、リン酸肥料の播種条下局所施用技術 

タマネギ直播栽培における直下施肥を用いたリン酸肥料の減肥技術 

・輸入生鮮野菜の第1位はタマネギであり、国産品への置き換えには、生産量の拡大と直播栽培や減肥栽培といった低コスト生産技術が
求められている。 

・畑作地帯に多い火山性土等のリン酸肥沃度が低い圃場では、効果的なリン酸施用による初期生育促進と低コスト化が求められている。 

研究成果の内容 

研究開発の背景 

期待される効果 
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直播したタマネギ種子の直下へ帯状にリン酸肥料を施用する技術 
火山性土のタマネギ直播栽培において、 
・基肥リン酸量の1/3～1/4（リン酸成分量で約
10kg/10aの過リン酸石灰）を、コート種子直下
約2～4cm（幅3～4cm）へ局所施用。 

・残りの基肥（2/3～3/4のリン酸、窒素及びカリ
ウム）は、全層施用。 

・直下施肥により、初期生育が促進され、球の肥
大開始が早まり肥大期間を十分に確保。 
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減収することなく、基肥のリン酸施用量を約30％削減 

 減肥+直下施肥           慣行施肥 

過リン酸石灰をP成分量30 g/m2局所施用 
窒素(N)とカリ(K)は成分量15 g/m2全層施用 
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減肥+直下施肥では生育が促進され、肥大開始や倒伏が早まる 
 

播種深
2 cｍ 種子

局所施肥
種子の2～
4 cm下

・減肥により生育や肥大開始が遅れて減収することが
多いが、直下施肥と組み合わせることで生育が促進
され、収量は慣行施肥と同等。 

・リン酸肥料の利用効率が高まり、収穫球のリン酸
吸収量が施肥リン酸に占める割合を示す、みかけ
のリン酸利用率は、1.7％ポイント向上。 

＊：臼木一英ら．2016．火山灰土壌
での「播種条下局所施肥」による
タマネギ直播栽培におけるリン酸
肥料減肥法．土肥誌．88．42-47 

減肥と直下施肥の組み合わせがタマネギの規格内収量に及ぼす影響の比較＊ 

減肥+直下施肥では、
農家慣行に対してリン
酸肥料のみ30～43％
減肥して比較 

施肥位置が草丈に及ぼす影響 

開発機関：農研機構北海道農業研究センター、予算区分【委託プロジェクト研究】 

 ・タマネギ栽培の低コスト化により、生産者の経営安定に貢献。 
 ・低リン酸の圃場でも直播栽培が可能となり、作付面積の増加、国内産シェアの拡大に寄与。 

導入をオススメする対象 
 リン酸肥沃度が低い圃場のタマネギ生産 
 者、タマネギ直播の拡大を目指す地域 
 

・減肥＋直下施肥は、N・P・
Kを各10 g/m2 全層施用し
、過リン酸石灰をP:10 
g/m2種子直下に局所施用 

・慣行施肥は、N:10 g/m2、
P:30 g/m2、K:10 g/m2を全
層施用 

農林水産省 園芸作物課のコメント 
  リン酸肥沃度が低い火山性土などで局所的に施肥を行うことで 
 効率的な施肥が可能となり、肥料コストを抑えられます。 
  さらに収量も確保でき、安定的な農業生産に繋がるので、是非 
 ご活用ください。 
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